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特異度表 集中治療における研究とその環境：二カ国横断調査 

 

研究の目的・意義 

集中治療に従事する医師が直面する研究に関連する環境、現状を記述することで、今後の同分野医学の発展に繋がる研究、教育基盤情報となることが期待でき

る。また日本と韓国の二カ国間での異差あるいは両国と他先進国からの既存情報を比較することで、問題点等をより深く検証することができる。最も当てはまるもの

に丸をつけて下さい。 

 

テーマ 収集項目 重要性 

（高、中、低） 

質問・回答は適切か 

（良い、普通、悪い） 

医師・施設属性 

 医師の背景の差（專門分野、経験年数など） 高    中    低 良い      普通      悪い 

 施設の差（病床数、症例数など） 高    中    低 良い      普通      悪い 

研究に関連した周辺環境 

 研究活動のために確保された時間 高    中    低 良い      普通      悪い 

 人的支援 高    中    低 良い      普通      悪い 

 研究助成金 高    中    低 良い      普通      悪い 

 指導体制 高    中    低 良い      普通      悪い 

 倫理委員会 高    中    低 良い      普通      悪い 

その他の意見 

 将来の希望 高    中    低 良い      普通      悪い 

 研究環境の問題点 高    中    低 良い      普通      悪い 

 


